
芸南トピックス地域の情報をお届け！

Ｊ
Ａ
女
性
部
芸
南
地
区
本
部
役
員
７
人
は
８

月
19
日
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
で
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
を
通
じ
て
世
界
の
子

ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
、
㈱
み
ど
り
商
会
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
キ
ャ
ッ
プ
１
７
４
kg
を
持
ち
込
み
、
工
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
外
の
汚
れ
た
キ
ャ
ッ
プ
や

飲
料
用
キ
ャ
ッ
プ
以
外
が
な
い
か
検
品
し
、
粉

砕
し
た
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
、
リ
ペ
レ
化
原
料
に

し
た
後
に
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
に
蘇
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
原
料
と
し
て
売
却
し
た
利
益
の
一
部
を
ワ

ク
チ
ン
の
購
入
費
と
し
て
利
用
し
、
世
界
へ
ワ

ク
チ
ン
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

視
察
後
に
は
、
三
原
だ
る
ま
工
房
で
だ
る
ま

作
り
を
体
験
し
、
と
て
も
有
意
義
な
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

芸
南
地
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
農
業
の
振
興
、

次
世
代
の
生
産
者
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
初
心
者
か
ら
参
加

で
き
る
野
菜
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
秋
冬
野
菜
の
苗
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
８
月

24
日
（
月
）
に
Ｊ
Ａ
安
芸
津
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
、
８
月
25
日

（
火
）
に
Ｊ
Ａ
安
浦
店
に
て
講
習
会
を
行
い
、
２
日
間
で
約
40
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
実
際
に
種
ま
き
を
行
い
、
サ
ン
プ
ル
を
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
種
ま
き
の
穴
の
深
さ
に
コ
ツ
が
あ
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
」、「
育
苗
に
水
の
や
り
方
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
事
が
理
解
で
き
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
と
大
変
好
評
い
た
だ
き

ま
し
た
。

次
回
は
２
月
ご
ろ
、
来
年
の
春
夏
野
菜
に
向
け
て
講
習
を
行

う
予
定
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
・
視
察

秋
冬
野
菜
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た

▲�説明を熱心に聴く部員のみなさん

▲指導員の講習を聞く参加者

▲だるま制作を体験した部員のみなさん

▲種まきのコツを教わる参加者
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来
年
の
土
づ
く
り
に
つ
い
て

冬
場
の
土
づ
く
り
は
来
年
度
の
稲
の
生

育
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
、
有
機
物

補
給
、
土
壌
改
良
剤
の
施
用
を
行
い
耕
起

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
有
機
物
（
10
ａ
当
り
）
次
の
い
ず
れ
か

を
１
ｔ
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
牛
ふ
ん
堆
肥　
・
豊
穣
２
号

・
こ
だ
わ
り
健
肥

②
土
壌
改
良
剤
は
水
田
の
状
態
に
よ
っ
て

使
い
分
け
て
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
病
気
が
多
い
水
田
で
は
茎
葉
を
強
化

し
、
病
害
耐
性
を
高
め
る
〝
ケ
イ
酸
〟

を
、
根
腐
れ
が
多
い
水
田
で
は
根
の
発

根
強
化
に
有
効
と
さ
れ
る
〝
鉄
分
〟
を

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

資
材
の
使
用
例
（
※
10
ａ
当
り
施
用
量
）

ケ
イ
カ
ル�

２
０
０
㎏
（
10
袋
）

�

ケ
イ
酸
主
成
分
。
倒
伏
防
止
、
い
も
ち

病
・
ご
ま
葉
枯
れ
予
防
に
。

ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ�

２
０
０
㎏
（
10
袋
）

　

�

ケ
イ
酸
・
鉄
分
・
石
灰
・
苦
土
・
マ
ン

ガ
ン
と
バ
ラ
ン
ス
良
い
改
良
資
材
。

ミ
ネ
リ
ッ
チ�

１
０
０
㎏
（
５
袋
）

　

�

ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
の
ケ
イ
酸
・
苦
土
を
高
め

た
も
の
。
生
育
・
耐
病
強
化
に
。

土
楽
園�

60
㎏
（
6
袋
）

　

�

高
濃
度
で
バ
ラ
ン
ス
良
い
改
良
資
材
。

散
布
量
を
減
ら
せ
る
省
力
タ
イ
プ
。

そ
の
他

石
灰
窒
素�

20
㎏
（
１
袋
）

�

年
内
に
生
ワ
ラ
の
上
に
散
布
。
腐
敗
と

微
生
物
の
増
加
を
促
進
。

ア
グ
リ
革
命�

２
㎏
（
１
袋
）

�
酵
素
資
材
の
た
め
、
土
壌
環
境
の
影
響

は
受
け
ま
せ
ん
。
う
き
ワ
ラ
の
減
少
・

ガ
ス
わ
き
の
発
生
を
抑
制
さ
せ
る
。

 

問 
　

　

�

馬
鈴
し
ょ

病
害
虫
防
除
・
管
理
に
つ
い
て

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
は
ウ
イ
ル
ス
病
を

媒
介
し
、
後
の
収
穫
に
大
き
く
影
響
し
ま

す
。
ま
た
、
急
激
な
低
温
・
長
雨
が
あ
る

と
病
気
が
多
発
し
ま
す
。
早
期
の
連
続
予

防
散
布
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除
例

10
月
上
中
旬

【
ア
ブ
ラ
ム
シ
】

モ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル�

４
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

【
疫
病
防
除
】

ラ
ン
マ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル�

１
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
４
回
以
内
）

前
記
２
剤
を
混
用
散
布
。

10
月
下
旬

【
ア
ブ
ラ
ム
シ
】

テ
ル
ス
タ
ー
水
和
剤�

１
，０
０
０
倍
液

�

（
収
穫
3
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
4
回
以
内
）

【
疫　
病
】

フ
ォ
リ
オ
ゴ
ー
ル
ド�

１
，０
０
０
倍
液

�（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
3
回
以
内
）

前
記
２
剤
を
混
用
散
布
。

※
ア
オ
ム
シ
・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
防
除
は
定

期
的
な
観
察
を
行
い
、
早
め
の
防
除
を

お
願
い
し
ま
す
。

防
除
例
（
追
加
防
除
）

【
ア
オ
ム
シ
・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
】

ベ
ネ
ビ
ア
Ｏ
Ｄ�

４
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

ま
た
は
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ�

2
，5
０
０
倍
液

�（
収
穫
前
日
ま
で
、
使
用
回
数
２
回
以
内
）

・
土
寄
せ
…�

土
寄
せ
は
馬
鈴
し
ょ
の
緑
化

を
防
ぎ
、
肥
大
を
促
進
す
る

た
め
、
着
蕾
期
終
わ
り
ま
で

に
は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

・�

ウ
イ
ル
ス
病
、
葉
巻
病
の
発
生
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
伝
染
を
防
ぐ
た
め
、
発
生

株
を
抜
き
、
圃
場
外
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

た
ま
ね
ぎ

作
付
け
・
病
害
虫
防
除
・
管
理
に
つ
い
て

※
苗
の
植
え
付
け
時
期
は
早
生
で
11
月

上
旬
、
晩
生
は
11
月
中
旬
頃
で
す
。
植

え
遅
れ
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
植
え
付
け
後
は
苗
の
立
枯
病
と
、

初
期
の
病
害
虫
・
べ
と
病
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除
例

【
苗
立
枯
病
】

オ
ー
ソ
サ
イ
ド
水
和
剤�

６
０
０
倍
液

�（
収
穫
前
日
ま
で
、
使
用
回
数
５
回
以
内
）

【
べ
と
病
】

ダ
コ
ニ
ー
ル�

１
，０
０
０
倍
液

�（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
６
回
以
内
）

【
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
】

ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤�

１
，０
０
０
倍
液

�（
収
穫
21
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
２
回
以
内
）

そ
の
他
の
野
菜

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
種
の
ま
き
時

が
終
わ
る
品
種
が
あ
り
ま
す
。
ま
き
遅
れ

は
生
育
不
良
に
つ
な
が
り
、
生
産
量
が
減

少
し
ま
す
。
種
袋
な
ど
の
暦
を
確
認
し
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
温
度
が
下
が
る
に
つ
れ

て
害
虫
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、
予
防

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ネ
キ
リ
ム
シ（
カ
ブ
ラ
ヤ
ガ・タ
マ
ヤ
ナ
ガ

等
）に
注
意
！

ガ
の
幼
虫
で
、
地
中
に
潜
み
、
夜
間
に

植
え
付
け
直
後
の
野
菜
苗
や
発
芽
し
た
芽

を
食
害
し
、
切
り
倒
す
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

作
付
け
前
に
薬
剤
の
予
防
散
布
を
行
い
、

作
付
け
後
も
観
察
し
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

野
　菜

10月

なるほどえ～のぅ!営農情報

水
　稲

10月

芸南地域
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防
除
例

【
作
付
け
前
】

　

�������
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５
を
土
壌
混
和

　
４�
㎏
／
10
ａ
（
は
種
ま
た
は
定
植
時
に
１
回
）

【
作
付
け
後
】

　

�

ガ
ー
ド
ベ
イ
ト
Ａ
を
株
元
散
布

　

�

３
㎏
／
10
ａ
（
は
種
時
か
ら
生
育
初
期

ま
で
、
４
回
以
内
）

※�

害
虫
が
食
べ
る
誘
引
殺
虫
剤
で
す
。
散

布
後
に
降
雨
が
あ
る
と
薬
剤
が
溶
け
だ

し
、
効
果
が
落
ち
は
じ
め
る
の
で
、
再

度
株
元
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
散
布
回

数
は
作
物
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
登
録
作
物
を
確
認
し
て
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

〈
生
産
工
程
管
理
日
誌
は
必
ず
提
出
し
ま

し
ょ
う
！
〉

生
産
工
程
管
理
日
誌
は
次
期
作
の
栽
培

計
画
に
利
用
で
き
る
ほ
か
、事
故
か
ら
生
産

者・消
費
者
を
守
る
大
事
な
記
録
で
す
。農

薬
使
用
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、正
確
な
記

入・提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問 

　　

果
　樹

11月

温
州
み
か
ん

腐
敗
果
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
腐
敗

防
止
対
策
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

収
穫
前
に
は
、
次
の
対
策
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

１
．
腐
敗
防
止
剤
を
必
ず
散
布
す
る

散
布
時
期

・
早
生
温
州　
10
月
中
旬
～
10
月
下
旬

・
普
通
温
州　
11
月
中
旬
～
11
月
下
旬

散
布
薬
剤

ベ
ル
ク
ー
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル�

1
，０
０
０
〜

２
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
前
日
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤�

４
，０
０
０
倍
液

�（
収
穫
前
日
ま
で
、
使
用
回
数
４
回
以
内
）

の
混
用
散
布
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
ベ
ル
ク
ー
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
散
布
後
丸

一
日
間
収
穫
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
際
、
浮
皮
軽
減
・
着
色
促
進
の
た

め
、
カ
ル
ビ
タ
Ｐ
７
７
０
倍
液
を
混
用
散

布
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
普
通
温
州
は
樹
勢
回
復
の
た

め
、
尿
素
２
０
０
倍
液
を
混
用
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
腐
敗
防
止
剤
と
収
穫
前
ミ
カ

ン
ハ
ダ
ニ
防
除
を
同
時
に
行
う
場
合
は
、

オ
マ
イ
ト
水
和
剤
７
５
０
倍
液
を
散
布
し

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

温
州
ミ
カ
ン　
収
穫
７
日
前
ま
で

中
晩
柑
類　
　
収
穫
14
日
前
ま
で

使
用
回
数
は
２
回
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
秋
肥
を
施
用
す
る

ま
だ
秋
肥
を
施
用
さ
れ
て
い
な
い
園
地

で
は
、
遅
く
と
も
11
月
上
旬
ま
で
に
施
用

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
隔
年
結
果
が
ひ
ど
く

今
年
全
く
成
っ
て
い
な
い
園
地
ほ
ど
、
隔

年
結
果
是
正
の
た
め
に
し
っ
か
り
基
準
量

を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

び　
　
わ

開
花
開
始
時
期
と
な
り
、
令
和
9
年
度

夏
の
収
穫
を
目
指
し
、
管
理
作
業
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

１
．
病
虫
害
防
除

年
間
の
病
害
虫
発
生
密
度
を
少
な
く
す

る
た
め
に
も
石
灰
硫
黄
合
剤
を
散
布
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
芯
ぐ
さ
れ
（
果
実
腐
敗

病
）
の
発
生
防
止
の
た
め
に
も
開
花
期
の

殺
菌
剤
散
布
を
必
ず
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

散
布
時
期

11
月
中
旬
～
11
月
下
旬

散
布
薬
剤

石
灰
硫
黄
合
剤
１
０
０
倍
液
を
幹
ま
で

掛
か
る
よ
う
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
摘
房
・
摘
蕾
の
実
施

連
年
安
定
生
産
を
目
指
し
、
枝
数
６

割
程
度
で
充
実
の
良
い
果
房
を
残
し
ま

す
（
目
安
：
２
枝
に
つ
き
１
花
房
残
す

程
度
）。
ま
た
副
梢
は
小
玉
で
生
育
が
遅
れ

や
す
い
た
め
、
中
心
枝
を
残
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
寒
害
を
受
け
や
す
い
園
地

で
は
、
副
梢
を
２
～
３
割
程
度
多
め
に
残
し

ま
し
ょ
う
。

摘
蕾
は
摘
房
と
同
時
進
行
で
実
施
し
ま

す
が
、
残
し
た
花
房
の
下
３
段
の
花
こ
う

を
残
し
て
上
部
を
除
き
、
そ
の
中
か
ら
大

き
く
て
充
実
し
て
い
る
も
の
２
段
を
残

し
、
１
段
は
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

い
ち
じ
く

収
穫
が
終
わ
り
、
樹
体
で
は
落
葉
が
始

ま
り
ま
す
。
残
果
・
落
葉
は
病
害
虫
の
感

染
源
と
な
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
園
外
に

持
ち
出
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

農
薬
使
用
の
注
意
点

・
使
用
者
自
身
の
安
全
の
た
め
、
農
薬
の

製
品
ラ
ベ
ル
に
従
っ
た
保
護
具
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

・
環
境
へ
の
安
全
の
た
め
、
周
辺
住
民

や
農
家
に
配
慮
し
掲
示
板
な
ど
で
農
薬

の
使
用
を
事
前
に
伝
え
、
農
薬
が
飛
散

し
て
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
作
物
の
残
留
農
薬
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
農
薬
の
製
品
ラ
ベ
ル
に
従
い
、
決

め
ら
れ
た
作
物
種
、
使
用
量
、
使
用
時

期
、
使
用
回
数
な
ど
を
確
実
に
守
れ
ば
基

準
値
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
農
薬
ご
と
に
作
物
名
が
似
て
い
る

な
ど
、
間
違
い
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
厳
重
に
注
意
し
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

 

問 

担
当　
Ｊ
Ａ
広
島
果
実
連（
株
）

　
　
　
　
　
駐
在
技
術
員　
鎌
田　
悠
誠
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10月の苗販売情報

品目名 品種名 販売予定 収穫予定

キャベツ 春波・春空など 10月
下旬～

２月
中旬～

レタス類 サニーレタス・
ロメインレタスなど

10月
下旬～

１月
下旬～

ブロッコリー エンデバー 10月
中旬～

３月
中旬～

※在庫・価格等詳細については随時お問い合わせください。
※特注品についても相談の上、対応致します。

ＪＡ安芸津アグリセン
ターでは、直売所などＪ
Ａ出荷者の支援として、
128穴セルトレイでの野
菜苗の生産・供給を行っ
ています。数に限りがあ
りますので、お早目にお
問い合わせいただきぜ
ひご利用ください。

日に日に秋が深まり、過ごしやすい気候となってきました。
収穫の秋と言われるように、秋にはおいしい食材がたくさんあり、
食べる楽しみが大きい季節ですね。
ふれあい市から季節の情報をお届けします。
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